
- 1 - 

文京区民センターの会場には 150人が参加した 

 

 

 

 

 

  

 

 高市政権の下で「スパイ防止法」策動が急速に進んでいる。「2013 年の特定秘密保護法の制定以来、

市民の情報を国家が収集管理する、国家の秘密を拡大し、その漏洩に懲罰を科す仕組みの整備が進んで

いる。この戦争体制のための国づくりの総仕上げがスパイ防止法だ」（海渡雄一弁護士）。国民民主党、

参政党はすでに「スパイ防止法」を国会に提出した。野党が国民弾圧法案を競って提案するという異常

事態だ。危機感を抱いた市民団体が、12月 2つの集会を開いた。「スパイ防止法」断固反対！だ。 

＞＞＞＞12.7 第 85回憲法を考える映画の会＜＜＜＜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2013 年 4 月から月 1 回、憲法についての映画を

上映して、映画の後、話し合う機会をもつ会を行

ってきた『憲法を考える映画の会』は、左記の「レ

ーン・宮澤事件―もう一つの 12月 8日」を上映す

る映画会を開催した。同会はこの映画上映にあた

って以下のように訴えた。 

 ＞この映画を見て考えたいこと＜ 

 「スパイ防止法」制定の話が、７月の参議院議

員選挙以降、にわかに持ち上がり、与野党の多く

が、この法律の成立に同調しようとしています。 

 この法律は、特定秘密保護法、安保法制、共謀

罪法、重要土地規制法、経済安保法などと共に、

戦争を行うための都合にあわせた法律です。戦前

の「軍機保護法」と同じ目的、内容（危険）をも

っています。市民活動を分断、萎縮させ、人権を

窒息させ、民主主義を壊し、戦争への道を開くも

のになります。 

 そこで、この「スパイ防止法」が、戦争の準備

のためのものであり、いかに言論、表現の自由を

弾圧する危険な法律であるかを考えていくために

「軍機保護法」によって命を落とした青年を描い

たドキュメンタリー映画「レーン・宮沢事件」を

見ていきたいと思います。 

 外向けにも、また内向けにも、着々と進められ

ている戦争の準備とこの国自らが戦争を起こそう

としている危険・危機について考えていきたいと

思います。 

北大生・宮澤弘幸「スパイ冤罪事件」の真相を広める会 http://miyazawa-lane.com/ 

号外   2025年 12月 18日 
    ◇事務局 福島 清 misuzuya@jcom.zaq.ne.jp 
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＞＞＞12.16 第３回スパイ防止法を考える勉強会＜＜＜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 16 日、参議院議員会館講堂で正

午から『第 3 回スパイ防止法を考える市

民と超党派の議員の勉強会』が開催され、

市民 120 人が参加した。ラサール石井、

有田芳生、平岡秀夫、上村英明、塩川鉄

也さんら国会議員が駆け付け、「スパイ防

止法」の危険性と成立阻止を訴えた。 

 

開会冒頭、実行委員の菱山南帆子さん

は「官邸前集会には多くの市民が集まっ

ている一方、SNS 上では、明日にも戦争

が始まるようなデマ宣伝が酷い。これま

でにない事態だ」と危機感を訴えた。 

続いて 1993 年制作のドキュメンタリ

ー映画『レーン・宮沢事件―もう一つの

12月 8日』を上映。12年前の秘密保護法

反対闘争時にも見たが、何回見ても国家

権力の弾圧の残酷さと、それと闘った

人々の記録は説得力がある。制作者のビ

デオプレス・松原明さんは再版した DVD

を販売して訴えた。 

この映画について「解説」を要請され

たので、「スパイ防止法を許すな！ 宮

澤・レーン・スパイ冤罪事件を繰り返さ

せてはならない」と題した「事務局たよ

り」号外を配布して 10分ほど訴えた（久

しぶりに大勢の前での発言だったのでど

こまで伝わったかは？） 

 

最後に海渡雄一弁護士が、詳細な資料

をもとに、国民民主党と参政党が「スパ

イ防止法」を国会に提案した今、「スパイ

防止法に反対する運動を緊急に構築しよ

う！」と呼びかけた。  （福島 清） 


